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第
五
回
足
立
区
議
会
開
か
る

追
加
更
正
予
算
外
一
五
件

第
五
回
定
例
区
議
会
は
去
る
二
十

八
日
よ
り
三
日
間
に
亘
つ
て
区
議

事
堂
に
開
会
さ
れ
た
。
今
回
の
提

案
事
項
は
そ
の
件
数
が
非
常
に
多

く
又
そ
の
内
容
も
極
め
て
重
要
な

も
の
ば
か
り
で
あ
る
の
で
議
会
側

と
し
て
も
特
に
慎
重

な
態
度

を
持

し
、
区
議
会
開
会
に
先
立
つ
て
常

任
委
員
会
や
議
員
協
議
会
、
議
員

総
会
等
の
会
議
を
た
び
た
び
開
く

な
ど
し
て
、
審
議
の
完
璧
を
図
つ

た
ば
か
り
で
な
く
、
区
議
会
そ
の

も
の
も
審
議
事
項
が
厖
大
な
も
の

で
あ
り
又
電
力
不
足
の
為
兎
角
夜

間
の
議
事
進
行
が
阻
害
さ
れ
勝
ち

で
あ
つ
て
、
与
へ
ら
れ
た
会
期
三

日
間
の
通
常
審
議
時
間
で
は
到
底

そ
の
全
部
を
議
了
し
尽
す
こ
と
が

困
難
な
為
、
第
二
日
目
か
ら
は
特

に
会
議
時
間
を
繰
上
げ
午
前
九
時

よ
り
開
会
す
る
こ
と
に
満
場
一
致

可
決
、
文
字
通
り
昼
夜
を
つ
い
で

審
議
を
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

の
様
な
熱
烈
真
摯
な
会
議
の
在
り

方
は
ま
こ
と
に
本
区
始
つ
て
以
来

の
も
の
で
、
一
億
数
千
万
円
に
昇

る
こ
れ
亦
未
曽
有
の
大
予
算
、
其

の
他
数
々
の
重
要
案
件
を
審
議
す

る
上
か
ら
、
当
然
の
こ
と
ゝ
は
云

ひ
乍
ら
も
、
な
ほ
こ
の
こ
と
は
民

主
々
義
確
立
に
懸
命
の
努
力
を
重

ね
て
ゐ
る
国
民
の
成
長
を
示
す
貴

重
な
一
齣
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が

出
来
よ
う
、
な
ほ
ち
な
み
に
会
議

案
件
と
審
議
の
経
過
を
示
せ
ば
次

の
通
り
で
あ
る

。

〔
会
議
案
件
〕

第
一
、
昭
和
二
十
二
年
度
東
京
都

足
立
区
歳
入
歳
出
決
算

第
二
、
東
京
都
足
立
区
立
小
学
校

廃
止
の
件

第
三
、
東
京
都
足
立
区
立
小
学
校

設
置
の
件

第
四

、
東
京
都
足
立
区
立
第
十
三

中
学
校
位
置
変
更
の
件

第
五
、
東
京
都
足
立
区
の
課
に
関

す
る
条
例
中
改
正
の
件

第
六
、
東
京
都
足
立
区
立
保
育
園

設
置
条
例
及
東
京
都
足
立
区
立

保
育
園
使
用
条
例
廃
止
の
件

第
七
、
東
京
都
足
立
区
長
助
役
収

入
役
及
び
副
収
入
役
の
給
料
及

び

旅
費
条
例
中
改
正
の
件

第
八
、
東
京
都
足
立
区
議
会
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
中
改

正
の
件

第
九
、
東
京
都
足
立
区
選
挙
管
理

委
員
報
酬
費
用
弁
償
条
例
中
改

正
の
件

第
十
、
東
京
都
足
立
区
監
査
委
員

条
例
中
改
正
の
件

第
十
一
、
東
京
都
足
立
区
特
別
区

税
条
例
中
改
正
の
件

第
十
二
、
昭
和
二
十
三
年
度
東
京

都
足
立
区
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算

第
十
三
、
東
京
都
足
立
区
議
会
委

員
会
条
例
中
改
正
の
件

第
十
四

、
足
立
区
議
会
常
任
委
員

選
任
の
件

第
十
五
、
足
立
区
選
挙
管
理
委
員

選
挙
の
件

第
十
六
、
足
立
区
選
挙
管
理
委
員

補
充
員
選
挙
の
件

〔
会
議
経
過
〕

第
一
日
目
…
監
査
委
員
及
び
常
任

委
員
長
報
告
及
び
一
般
質
問
の

一
部
を
以
て
打
切
る

第
二
日
目
…
前
日
に
引
続
き
一
般

質
問
の
後
議
事
に
入
り
第
一
か

ら
第
十
一
迄
の
案
件
を
原
案
可

決
、
次
に
第
十
二
の
案
件
を
予

算
委
員
に
付
託
し
て
本
会
議
を

散
会
す
る

予
算

委
員
会

全
議
員
を
以
て
構
成
し
た
こ
の

特
別
委
員
会
は
議
案
の
付
託
を

受
け
る
と
直
ち
に
そ
の
審
議
を

開
始
慎
重
且
詳
細
に
亘
る
審
議

の
結
果
満
場
一
致
原
案
を
承
認

す
る

第
三
日
目
…
予
算
委
員
長
よ
り
予

算
審
議
の
経
過
報
告
あ
つ
て
第

十
二
の
案
件
を
原
案
可
決
、
次

い
で
自
余
の
案
件
を
滞
り
な
く

議
了

、
以
上
を
以
て
第
五
回
区

議
会
を
閉
会
し
た

第
三
次

足
立
区
追
加
更
正
予
算
成
立
!
!

区
本
来
の
自
主
性
を
多
少
な
り
に

も
盛
り
込
み
、
一
応
そ
の
形
態
を

整
え
た
予
算
が
、
今
次
区
議
会
に

於
て
成
立
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
区
予
算
の
在
方
と

そ
の
構
成
の
概
要
を
述
べ
れ
ば
、

自
主
性
あ
る
予
算
と
は
云
う
ま
で

も
な
く
、
区
の
行
政
面
を
主
体
と

し
て
、
区
独
自
の
特
殊
性
を
充
分

加
味
し
た
、
住
よ
い
明
る
い
区
建

設
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
た
予

算
の
こ
と
で
あ
り
勿
論
区
は
一
般

必
要
経
費
と
し
て
職
員
に
対
す
る

給
料
等
の
人
件
費
や

、
各
種
の
事

務
を
遂
行
す
る
た
め
の
諸
用
紙
代

と
か
、
机
腰
掛
其
の
他
の
器
具
代

等
の
物
件
費
や
通
信
料
電
灯
料
水

道
料
等
の
諸
料
金
等
の
経
費
も
必

要
で
あ
る
。

こ
れ
等
が
区
自
体
を
賄
つ
て
行
く

経
費
で
あ
る
其
の
外
に
、
法
律
や

政
令
に
よ
り
当
然
区
が
行
な
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
戸
籍
事
務
や
、

区
立
の
各
中
小
学
校
の
経
営
等
に

要
す
る
経
費
も
必
要
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
義
務
経
費
で
あ
る
。

区
予
算
の
編
成
に
当
り
基
本
的
条

件
と
し
て
住
よ
い
明
る
い
区
建
設

に
必
要
な
経
費
、
区
自
体
の
仕
事

を
す
る
為
に
必
要
な
経
費
、
法
律

や
政
令
に
よ
る
義
務
経
費
、
こ
の

三
点
を
総
合
的
に
調
整
し

、
多
角

的
に
組
合
せ
て
計
上
す
る
こ
と
が

、
本
来
の
在
方
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

今
回
成
立
し
た
、
予
算
は
総
額

一
二
三
、
六
一
六
、
五
八
八
円
で

あ
り
、
既
定
額
四
八
、
二
六
八
、

九
九
五
円
に
対
し

、
七
五

、
三
四

七
、五

九
三
円
の
増
額
で
、
既
定

予
算
額
に
対
し
て
増
額
歩
合
は
一

五
六
%
に
な
つ
て
ゐ
る
。

増
額
内
容
の
主
な
る
も
の
を
述
れ

ば
、
教
育
制
度
の
六
三
制
整
備
に

要
す
る
経
費
を
今
回
新
た
に
計
上

し
た
こ
と
と
、
物
価
改
訂
に
よ
る

諸
物
件
費
の
大
幅
な
増
額
と
、
賃

金
ベ
ー
ス
の
改
訂
に
よ
り
職
員
の

給
料
等
を
、
一
八
〇
〇
円
ベ
ー
ス

よ
り
三
七
九
一
円
ベ
ー
ス
に
組
替

た
こ
と
に
よ
る
増
額
が
大
部
分
で

あ
つ
て
、
区
立
中
小
学
校
の
一
般

経
営
費
、新
戸
籍
作
成
経
費
、一
般

区
民
の
文
化
向
上
に
資
す
る
経
費

、
区
内
の
商
工
業
振
興
経
費
、
農

産
奨
励
に
要
す
る
経
費
、
選
挙
人

名
簿
調
製
費
、
区
税
を
徴
収
す
る

た
め
の
事
務
費
等
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
経
費
を
賄
う
財
源
と
し

て
、
増
収
額
七
五
、
三
四
七
、
五

九
三
円
に
対
し
て
、
区
税
に
於
て

地
租
、
家
屋

、
不
動
産
取
得
等
の

附
加
税
を
一
〇

、五
〇
五
、二
三
九

円
区

民
税

、
船
税

、
自
転
車
税

、
荷
車
税
、
金
庫
税
、
犬
税
等
の

独
立
税
で
一
九
、
四
九
〇
、
二
六

二
円
都
か
ら
区
に
分
与
さ
れ
る

配
付
税
で
一
〇
、
一
七
八

、
七
六

八
円
の
増
収
を
見
込
ん
だ
こ
と

と
、
都
支
出
金
と
し
て
直
接
区
に

現
金
を
交
付
又
は
補
助
さ
れ
る
収

入
を
五
七
%
其
の
他
使
用
料
、
手

数
料
雑
収
入
等
を
見
込
ん
た
次
第

で
あ
る
。

以
上
が
今
回
成
立
し
た
、
予
算
の

総
括
的
内
容
で
あ
る
。
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区
議
会
常
任
委
員

改
選

さ

る

議
会
に
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
各
種
常

任
委
員
会
に
今
度
新
ら
し
く
建
築

委
員
会
が
増
置
さ
れ
る
と
共
に
従

来
各
委
員
会
共
七
名
で
あ
つ
た
委

員
数
が
十
二
名
に
増
加
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
た
の
で
去
る
三
十
日
の

区
議
会
で
新
委
員
の
選
任
を
行
つ

た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
今
後
議
員
は

各
々
二
つ
の
委
員
会
を
受
け
持
つ

こ
と
に
な
る
。
尚
此
の
度
の
改
正

で
、
委
員
会
の
委
員
数
を
増
加
し

た
こ
と
各
議
員
が
各
々
二
つ
宛
委

員
会
を
受
持
つ
と
云
ふ
こ
と
に
し

た
ポ
イ
ン
ト
は
(
一
)
凡
ゆ
る
区

政
の
淵
源
と
も
な
る
各
種
委
員
会

の
運
営
に
つ
い
て
広
く
衆
智
を
集

め
て
よ
り
よ
い
施
策
を
生
み
出
し

日
を
経
る
に
従
っ
て
益
々
重
要
性

を
ま
し
て
行
く
区
政
運
営
の
完
璧

を
期
す
る
こ
と
(
二
)
各
議
員
共

そ
の
専
門
的
な
研
究
分
野
を
よ
り

広
く
持
ち
議
員
と
し
て
の
職
任
を

遺
憾
な
く
果
し
以
て
区
政
に
貢
献

し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
の
二
点
に

あ
る
の
で
今
後
の
大
い
な
る
活
動

が
期
待
さ
れ
る

委

員
長

◎
　

理
事

○

総
務
委
員
会

◎
中
山

元
一
　
　〇
森

敬
之
助

○
内
藤
寅
三
郞
　
　

中
川
直
次
郞

畑

三
郞
　
　
　
　中
神

房
穗

岡
本

祐
海
　
　
　
吉
澤

重
次

郞

鈴
木

次
夫
　
　
　
鈴
木

英
武

江
川

長
吉
　
　
　鯨
岡

兵
輔

財
務
委
員
会

◎
石
井

平
彌
　
　○
大
神
田
貞
英

〇
鴨
下

林
藏
　
　
　中
川
直
次
郞

小
宮
信
三
　
　
　
宮
入
五
郞

田
幡

義
雄
　
　
　大
石

副
馬

千
明

正
好
　
　
　疋
田

傳
八

大
川

正
一
　
　
　鯨
岡

兵
輔

教
育
委
員
会

◎
中
神

房
穗
　
　○
鈴
木

傳
一

〇
吉
澤
重
次
郞
　
　
石
井

平
彌

岡
本

祐
海
　
　
　
鈴

木

次
夫

大
神
田
貞
英
　
　日
比
谷
竹
次
郞

荻
原

卯
助
　
　
　大
石

副
馬

荒
井
甚
兵
衛
　
　
藤
來

勇

厚
生
委
員
会

◎
鈴
木

七
郞
　
　〇
丸
岡
光
一
郞

○
遠
峰

富
次
　
　
　森

敬
之
助

中
山

元
一
　
　
　伊
藤

鶴
藏

淺
古

幸
藏
　
　
　淸
水

丑
政

荻
原

卯
助
　
　
　藤
來

勇

佐
久
間
治
衛
武

経
済
委
員
会

◎
千
明

正
好
　
　○
宮
入

五
郞

○
疋
田

傳
八
　
　
　鈴
木

傳
一

淸
水

丑
政
　
　
　内
藤
寅
三
郞

小
川

寅
一
　
　
　阿
出
川
信
孝

島
崎
正
治
郞
　
　
三
澤
新
太
郞

佐
久
間
治
衛
武
　

大
川

正
一

土
木
委
員
会

◎
畑

三
郞
　
　
　
〇
新
關

正
應

○
永
井

一
己
　
　
　小
宮

信
三

伊
藤

鶴
藏
　
　
　
日
比
谷
竹
次
郞

小
川

寅
一
　
　
　荒
井
甚
兵
衛

阿
出
川
信
孝
　
　
野
澤

冬
藏

島
崎
正
治
郞
　
　
江
川

長
吉

建
築
委
員
会

◎
野
澤

冬
藏
　
　○
淺
古

幸
藏

○
鈴
木

英
武
　
　
　田
幡

義
雄

鈴
木

七
郞
　
　
　丸
岡
光
一
郞

新
關

正
應
　
　
　永
井

一
己

遠
峰

富
次
　
　
　鴨
下

林
藏

三
澤
新
太
郞

衆
議
院
の
総
選
挙
と

裁
判

官
の
国
民
審
査

現
下
の
政
情
は
、
衆
議
院
解
散

必
至
の
下
に
あ
り
も
し
衆
議
院
の

解
散
が
行
わ
れ
た
ら

、
当
然
に
憲

法
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
四

十
日
以
内
に
総
選
挙
が
行
わ
れ
る

の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
選
挙
と

同
時
に
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の

国
民
審
査
の
投
票
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
、
ま
た
一
般
に
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

で
は
こ
の
国
民
審
査
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か

。

憲
法
の
最
後
の
保
障
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
最
高
裁
判
所
は
長
官
以

下
十
五
名
の
裁
判
官
で
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
、
長
官
は
内
閣
の
指

名
に
基
い
て
天
皇
が
こ
れ
を
任
命

し
。
そ
の
他
の
裁
判
官
は
内
閣
が

こ
れ
を
任
命
し
、
一
度
任
命
さ
れ

れ
ば
、

一
、
本
人
の
意
思
に
よ
る
場
合

一
、
死
亡
の
場
合

一
、
裁
判
に
よ
り
心
身
の
故
障

の
た
め
職
務
を
執
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
決
定
さ
れ
た
場
合

一
、
国
会
の
弾
劾
裁
判
所
で
罷

免
の
判
決
を
受
け
た
場
合

以
外
は
そ
の
意
に
反
し
て
罷
免
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す

が
、
わ
れ
わ
れ
国
民
に
よ
っ
て
こ

の
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
任
命

又
は
地
位
の
継
続
を
確
認
し
た
り

又
は
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

そ
れ
が
国
民
審
査
で
あ
り
ま
す
。

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
任
命

に
つ
い
て
は
そ
の
任
命
後
初
め
て

行
わ
れ
る
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙

の
際
、
国
民
の
審
査
に
付
し
、
そ

の
審
査
に
お
い
て
投
票
者
の
多
数

が
栽
判
官
の
罷
免
を
可
と
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
裁
判
官
は
罷
免
さ

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
そ
の
審
査
は
ど
ん
な
方

法
で
行
わ
れ
る
か
、

国
民
審
査
は
衆
議
院
の
総
選
挙

の
日
に
同
時
に
投
票
に
よ
つ
て
行

い
ま
す
、
そ
の
資
格
は
衆
議
院
議

員
の
選
挙
権
の
あ
る
者
全
部
で
あ

り
ま
す
。

投
票
区
、
開
票
区
か
ら
管
理
者

、
立
会
人
、
投
票
所
、
開
票
所
等

凡
て
衆
議
院
議
員
の
選
挙
と
同
様

で
あ

りま
す
。

審
査
の
期
日
や
審
査
に
付
さ
れ

る
裁
判
官
の
氏
名
は
審
査
期
日
二

十
五
日
前
ま
で
に
告
示
さ
れ
ま
す
。

投
票
用
紙
に
つ
い
て
は
衆
議
院

議
員
の
選
挙
等
の
よ
う
に
候
補
者

の
氏
名
を
記
入
す
る
の
で
は
な
く

記
号
式
投
票
用
紙
が
用
い
ら
れ
る

の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
投
票
用

紙
に
審
査
に
付
さ
れ
る
裁
判
官
の

氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
あ
り
そ
の
上

部
に
×
印
を
記
載
す
る
欄
が
で
き

て
お
り
ま
す
。

審
査
人
は
罷
免
を
可
と
す
る
裁

判
官
に
つ
い
て
の
み
そ
の
記
載
欄

に
×
印
を
記
載
し
、
裁
判
官
の
氏

名
を
記
載
す
る
必
要
が
な
く
、
罷

免
す
る
必
要
の
な
い
裁
判
官
に
対

し
て
は
何
の
印
も
せ
ず
に
投
票
箱

に
入
れ
れ
ば
良
い
の
で
あ
り
ま
す

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
の
時
期

も
目
睫
に
迫
つ
て
ゐ
ま
す
の
で
、

こ
の
始
め
で
行
わ
れ
る
国
民
審
査

も
万
一
気
紛
れ
に
×
印
を
記
載
さ

れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
国
民
自
ら
民
主

主
義
を
あ
ざ
む
く
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
今
か
ら
充
分
御
注
意
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員

選
挙
行
は
る

現
任
の
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
と

そ
の
補
充
員
は
十
月
で
任
期
満
了

と
な
る
の
で

、
去
る
三
十
日
区
議

会
に
於
て
、
そ
の
選
挙
を
行
つ
た

結
果
左
の
八
氏
が
当
選
し
た
、

〔
選
挙
管
理
委
員
〕

千
住
宮
元
町
四
一

田

中

廣

吉

花
畑
町
三
四
五
五

千
ケ
崎

嘉
助

伊
興
町
本
町
三
四
六
一

弘

澤

快

龍

本
木
町
二
丁
目
一
一
八
三

小

宮

直

太

郞

〔
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
〕

千
住
四
丁
目
五
四

早

川

正

一

千
住
一
丁
目
一
一

鈴

木

義

猛

千
住
大
川
町
四

西

澤

敬

光

島
根
町
九
五
六

鴨

下

金

三

尚
委
員
長
の
選
任
は
十
一
月
九

日
の
第
一
回
委
員
会
に
於
て
、
委

員
互
選
の
結
果
左
の
如
く
決
定
し

た
。委

員
長
　
田

中

廣

吉
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登録のない方は
投票出来 ません

9 月15 日 現在調
あ
な
た
の
選
挙
権
確
認
の
た
め
先
ず
名
簿
を
ごら
ん
下

さ
い

来
年
行
う
す
べ
て
の
選
挙
は
こ
の
名
簿
で
!

縦
覧
は
次
の
通
り
で
す

一
、
期
日
　
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
五
日
か
ら

十
九
日
ま
で

一
、
場
所
　
足
立
区
役
所
及
び
各
出
張
所

◎
名
簿
か
ら
落
ち
て
い
た
り
間
違
つ
て
い
る
等
の
修
正

異
議
の
申
立
は
縦
覧
期
間
中
に
限
り
ま
す

◎
縦
覧
期
間
終
了
後
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
つ
て
も
名
簿

に
登
録
は
出
来
ま
せ
ん

物
価
監
視
委
員
決
る

物

価

監
視
委
員

食
糧
配
給
協
力
委
員

の
両
制
度
を
統
合

従
来
の
物
価
監
視
委
員
並
び
に
食

糧
配
給
協
力
委
員
の
両
制
度
は
い

づ
れ
も
物
資
流
通
秩
序
の
確
立
を

目
的
と
し
て
設
置
せ
ら
れ
ま
し
た

が
今
度
そ
の
任
期
が
満
了
と
な
つ

た
の
を
機
会
に
両
制
度
を
統
合
し

て
物
価
監
視
委
員
一
本
建
と
し
て

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
本
区
に
於

て
は
左
記
の
方
々
が
新
し
く
物
価

監
視
委
員
に
任
命
せ
ら
れ
ま
し
た

堤

南

加
藤
千
太
郞
　
　千
住
寿
町
四
〇

松
本
初
太
郞
　
　大
谷
田
町
七
九
〇

高
城

信
一
　
　
　千
住
曙
町
六

疋
田
傳
八
　
　
　
千
住
元
町
三
八

小
宮
直
太
郞
　
　

本
木
町
ニ
ノ
一
、
一
八
二

永
田

梅
治
　
　
　五
兵
衛
町
二
六

柳
生
義
太
郞
　
　千
住
東
町
五
六

長
谷
川
勘
次
郞
　
千
住
旭
町
八
〇

山
崎

藤
吉
　
　
　千
住
関
屋
町
四

天
沼
理
一
郞
　
　

日
ノ
出
町
一
ノ
二
六

太
田

一
美
　
　
　柳
原
町
八
六

矢
崎

昌
訓
　
　
　柳
原
町
二
四
九

高
橋

豊
吉
　
　
　千
住
河
原
町
一
〇

畑

三
郞
　
　
　
　
千
住
河
原
町
八
〇

大
木

龜
一
　
　
　千
住
宮
元
町
八

會
谷

和
夫
　
　
　千
住
中
居
町
四
三

鈴
木

英
武
　
　
　千
住
一
ノ
三
七

穗
積

友
輔
　
　
　千
住
二
ノ
六
〇

大
川

正
一
　
　
　千
住
三
ノ
七
五

卍
山

哲
忽
　
　
　千
住
四
ノ
一
〇
二

遠
峯

富
次
　
　
　千
住
寿
町
八
二

篠
田

光
正
　
　
　千
住
柳
町
三
〇

中
島

昭
二
　
　
　千
住
元
町
二
一

川
畑

重
二
　
　
　千
住
大
川
町
一

堀
越

濤
男
　
　
　千
住
大
川
町
六
一

(
未
完
)

区 の 現 勢
世
帯と人

口

世
帯
　
五
八
、
七
四
九

人
口
　
二
四
四
、
七
六
四

男
　
一
二
四
、
〇
四
三

女
　
一
二
〇
、
七
二
一

前
月
よ
り
八
七
世
帯
増
　
九
二
〇
人
増

公営

小
台
浴
場

入
浴
難
緩
和
に
一
助

戦
争
中
建
物
疎
開
や
戦
災
等
で
国

内
の
大
中
都
市
で
は
多
数
の
公
衆

浴
場
が
そ
の
厄
に
遇
つ
て
、
そ
の

た
め
入
浴
難
の
声
は
今
も
至
る
と

こ
ろ
で
聞
か
れ
る
。
本
区
内
で
も

少
か
ら
ぬ
公
衆
浴
場
を
失
つ
て
或

る
地
域
で
は
電
車
賃
と
時
間
を
売

し
て
風
呂
に
出
掛
け
る
と
い
ふ
不

便
な
現
状
に
あ
る
。

こ
の
入
浴
難
緩
和
を
計
る
た
め
今

年
初
め
東
京
都
で
は
公
営
浴
場
建

設
と
民
営
浴
場
助
成
の
計
画
を
立

て
た
が
、
幸
ひ
本
区
に
は
公
営
二

つ
、
民
営
三
つ
の
建
設
が
承
認
さ

れ
て
、
そ
の
中
公
営
の
小
台
浴
場

が
竣
工
し
て
去
月
二
十
一
日
に
民

生
局
長
、
区
長
、
区
議
会
議
長
、

都
区
議
会
議
員
地
元
民
多
数
参
列

の
上
盛
大
な
落
成
式
を
挙
行
し
た

。
木
造
二
階
建
で
建
坪
は
五
三
坪

七
合
半
で
都
内
公
営
浴
場
中
一
番

早
く
竣
工
し
た
。

国
民
の
祝
日

勤
労
感
謝
の
日

去
る
七
月
二
十
日
国
会
で
国
民
の

祝
日
が
定
ま
つ
て
か
ら
秋
分
の
日

文
化
の
日
等
既
に
二
回

来
る
十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感

謝
の
日
と
し
て
第
三
回
の
国
民
の

祝
日
と
し
て
迎
え
る
が
こ
の
日
は

勤
労
を
た
つ
と
び
生
産
を
祝
ひ
国

民
が
た
が
い
に
感
謝
し
あ
う
と
い

う
最
も
意
義
あ
る
祝
ひ
で
す
。

配
給
の
お
知
ら
せ

◎
み
そ
、
し
よ
う
ゆ

十
一
月
分
が
次
の
よ
う
に
配
給
さ

れ
ま
す
。

み
そ
　
一
人
当
り
　
一
八
〇
匁

し
よ
う
ゆ
(
ア
ミ
ノ
酸
)

一
人
当
り
　
三
合
五
勺

な
お
旧
通
帳
分
(
本
年
八
月
分
ま

で
)
の
み
そ
、
し
よ
う
ゆ
は
十
一

月
末
日
ま
で
に
引
取
ら
な
い
と
無

効
に
な
り
ま
す
。

◎
雪
印
バ
タ
ー

妊
娠
五
ケ
月
産
後
一
年
ま
で
の
妊

産
婦
及
び
満
一
年
か
ら
満
三
年
ま

で
の
乳
幼
児
に
バ
タ
ー
が
半
ポ
ン

ド
宛
配
給
に
な
り
ま
す
。

期
間
は
十
一
月
五
日
か
ら
二
十

日
ま
で

申
込
は
出
張
所
で

な
お
十
一
月
十
七
日
は
梅
島
支
所

十
八
日
は
区
役
所
で
出
張
販
売
が

あ
り
ま
す
か
ら
御
利
用
下
さ
い
、

◎
育
児
食

生
後
七
月
以
上
の
乳
児
と
満
二
才

未
満
の
幼
児
に
育
児
食
が
配
給
に

な
り
ま
す
妊
産
婦
手
帳
が
母
子
手

帳
を
出
張
所
ヘ
示
し
て
購
入
券
を

受
け
て
下
さ
い
。

◎
補
修
用
畳

こ
の
畳
は
去
る
十
月
申
込
ま
れ
た

も
の
で
受
付
件
数
九
四
件
全
部
に

配
給
さ
れ
ま
す
。
配
給
券
は
追
つ

て
区
役
所
建
築
課
で
申
請
者
に
交

付
い
た
し
ま
す
。

尚
配
給
期
間
は
十
一
月
八
日
か

ら
十
二
月
末
日
ま
で
で
畳
の
価
格

は
一
畳
六
〇
〇
円
か
ら
八
〇
〇
円

ま
で
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

◎
秋
肥
料

先
に
農
家
の
皆
さ
ん
へ
第
一
次
秋

肥
料
の
配
給
を
致
し
ま
し
た
が
今

回
そ
の
第
二
次
配
給
を
次
の
基
準

に
よ
つ
て
配
給
い
た
し
ま
す
。

窒
素
質
　
一
反
に
つ
き四

〇
〇
匁

燐
酸
質
　
一
反
に
つ
き

二
、
三
〇
〇
匁

加
里
質
　
一
反
に
つ
き二

八
〇
匁

主
食
二
合
七
勺

十
一
月
一
日
か
ら
実
施

い
よ
い
よ
こ
の
一
日
か
ら
主
食

の
配
給
基
準
が
次
の
よ
う
に
改
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

年
令
　
　
　
　

配
給
量

一
―
―
二
才
　
二
一
〇
瓦

三
―
―
五
才
　
七
二
〇
瓦

六
―
一
〇
才
　
三
二
〇
瓦

一
一
―
一
五
才
　
四
〇
〇
瓦

一
六
―
二
五
才
　
四
〇
五
瓦

二
六
―
六
〇
才
　
三
八
五
瓦

六
十
才
以
上
　
　

三
三
〇
瓦

妊
婦
加
配
　
　
　
　

七
〇
瓦

農
家
の
皆
さ
ん
へ

昭
和
二
十
三
年
産
米
供
出
状
況

は
事
前
割
当
の
弐
万
六
千
七
百
五

拾
俵
に
対
し
十
一
月
十
日
現
在
で

四
〇
%
の
壱
万
八
百
拾
壱
俵
と
は

り
ま
し
た
。
一
〇
〇
%
供
出
を
目

指
し
て
尚
皆
様
の
御
協
力
を
お
願

ひ
致
し
ま
す
。
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税
金
と
私
達
の
生
活
( 三)

都

税

の

話

其
の
二

二
、
家
屋
税
に
つ
い
て

家
屋
税
は
五
月
一
日
現
在
に
於

て
家
屋
台
帖
に
登
載
さ
れ
て
ゐ
る

家
屋
の
所
有
者
に
対
し
て
賦
課
さ

れ
る
も
の
で
徴
収
期
日
は
毎
年
五

月
一
日
よ
り
五
月
三
十
一
日
(
本

年
に
限
り
十
月
一
日
よ
り
十
月
三

十
一
日
)
で
家
屋
台
帖
に
登
載
さ

れ
て
あ
る
賃
貸
価
格
の
三
倍
(
附

加
税
を
含
む
)
の
税
金
が
掛
り
ま

す
。
家
屋
台
帖
は
土
地
台
帖
と
同

様
に
税
務
署
に
正
本
、
区
役
所
に

副
本
が
あ
り
、
土
地
家
屋
に
関
す

る
届
書
は
区
役
所
経
由
で
税
務
署

へ
廻
り
税
務
署
で
処
理
さ
れ
た
上

再
び
区
役
所
え
異
動
通
知
が
来
て

処
理
さ
れ
ま
す
此
の
様
に
直
接
所

有
者
に
接
す
る
区
役
所
に
は
副
本

だ
け
し
か
な
く
中
間
に
税
務
署
を

置
く
為
屡
々
事
務
上
に
食
ひ
違
ひ

が
生
じ
例
ヘ
ば
一

年
も
前
に
新
築

届
を
出
し
た
物
が
未
だ
に
台
帖
に

も
載
ら
ず
税
金
も
来
な
い
と
か
、

増
築
届
を
出
し
た
処
旧
の
構
造
と

違
つ
て
い
た
為
処
理
不
能
で
あ
る

と
か
焼
失
し
た
家
屋
が
未
だ
に
台

帖
に
記
載
さ
れ
て
あ
つ
た
り
、
又

反
対
に
焼
け
な
い
家
屋
迄
滅
失
さ

れ
て
あ
つ
た
な
ど
種

々
の
不
都
合

な
事
態
に
面
し
て
居
り
ま
す
。
こ

れ
は
課
税
と
台
帖
が
一
体
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
筈
の
も
の
が
正
本

を
税
務
署
で
処
理
し
課
税
は
区
の

副
本
で
行
ふ
根
本
的
な
矛
盾
が
有

る
為
で
あ
り
ま
す
、
こ
れ
は
私
共

と
し
て
も
又
区
民
の
皆
様
と
一
緒

に
一
日
も
早
く
此
の
不
合
理
の
是

正
を
要
望
し
て
居
り
ま
す
。

家
屋
税
に
つ
き
ま
し
て
も
地
租

と
同
様
に
公
益
の
為
直
接
供
用
さ

れ
て
ゐ
る
家
屋
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
る
方
の
所

有
す
る
家
屋
に
つ
い
て
は
申
請
に

よ
り
免
税
さ
れ
ま
す
。

三
、
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

不
動
産
取
得
税
と
は
土
地
家
屋

の
取
得
に
際
し
時
価
を
課
税
標
準

と
し
て
賦
課
せ
れ
る
物
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
わ
不
動
産
の
取
得
と
云

ふ
特
に
有
利
な
条
件
が
税
本
と
し

て
現
在
の
如
き
窮
迫
し
た
都
財
政

に
於
て
最
も
弾
力
牲
に
富
む
有
力

な
税
種
と
さ
れ
て
ゐ
る
所
以
で
有

り
ま
す
。
従
つ
て
地
租

、
家
屋
税

に
較
べ
て
遥
か
に
高
率
な
課
税
で

あ
り
そ
の
課
税
の
基
礎
は
又
現
在

の
如
き
イ
ン
フ
レ
下
に
於
て
最
高

度
の
騰
貴
を
示
し
て
ゐ
る
建
築
資

材
の
時
価
算
定
に
有
る
の
で
租
税

と
し
て
わ
最
も
能
率
的
で
あ
る
反

面
又
都
民
に
対
し
て
わ
か
な
り
過

重
な
負
担
で
有
る
事
も
事
実
で
有

り
ま
す
。
然
も
戦
災
の
犠
牲
か
ら

雄
々
し
く
立
ち
上

り
総
ゆ
る
悪
条

件
と
斗
つ
た
後
や
つ
と
得
た
安
住

の
地
に
対
し
如
何
な
る
価
値
判
断

を
す
る
か
と
云
ふ
事
も
又
一
つ
の

問
題
と
も
云
へ
ま
す
。
然
し
少
し

で
も
余
力
が
あ
る
処
で
私
達
の
都

財
政
を
賄
ふ
事
は
都
民
の
義
務
で

も
あ
り
ま
す
。
又
税
務
当
局
と
し

て
も
納
税
者
の
経
済
的
な
事
情
を

斟
酌
し
て
そ
の
取
得
時
期
に
於
け

る
物
価
の
動
き
を
捕
へ
決
し
て
一

方
的
な
価
値
判
断
に
依
ら
ず
適
正

な
賦
課
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
わ
申
す
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。

二
十
三
年
度
の
課
率
は
八
月
一

日
以
後
取
得
し
た
分
は
時
価
の
二

割
(
十
二
坪
以
下
の
専
用
住
宅
は

一
割
)七

月
三
十
一
日
迄
に
取
得
し
た

分
は
時
価
の
九
分
六
厘
(
十
二
坪

以
下
の
専
用
住
宅
は
六
分
)
で
あ

り
ま
す
。
(
続
く
)

「
区
政
と
私
達
」欄
へ

皆
様
の
御
質
問
御
希
望
等
を
こ

の
度
皆
様
の
御
協
力
を
願
ひ
ま
し

て
益
々
明
朗
な
区
政
の
実
現
を
は

か
り
た
く
此
の
紙
上
に
「
区
政
と

私
達
」
欄
を
設
け
区
の
事
務
事
業

等
に
つ
い
て
の
御
質
問
御
希
望
或

は
御
意
見
な
ど
を
う
か
が
い
た
い

と
思
ひ
ま
す
。
御
遠
慮
な
く
御
投

書
下
さ
い
。

宛
名
は
足
立
区
役
所
文
書
係
へ

願
ひ
ま
す
。

十
一
月の
納
税

都
民
税
(
個
人
)

事
業
税
(

第
一
種
事
業
二
期
)

特
別
所
得
税
(

第
一
種
業
務
一
期
)

余
裕
住
宅
税

広
告
の
申
込
は

総
務
課
文
書
係
へ

区
役
所
(
二
階
)

電
話
足
立
三
八
四
七

★
広
告
料
は
一
回
に
付
一
欄

二

百

円

一
欄
以
上
何
欄
で
も
結
構
で
す

尚
長
期
契
約
を
歓
迎
い
た
し
ま
す


